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序章

平成20年度小学校学習指導要領解説体育編に

おいて体育科改訂の趣旨・改善の具体的事項に

記載されるように低学年は「表現リズム遊びJ，
中学年は「表現運動」として運動領域に位置付

けされている。

京都女子大学大学院表現文化専攻において表

現を核とした言語，音楽，造形，運動・舞踊に

ついて幅広く学び，経験・実践を重ねた。現在

は教育現場に身を置き，児童とともに日々生き

る表現を目の前に実践指導を試みている。

教育の主要なキーワードとして「生きる力」

と「表現力」があげられる今日，本論文を通し

て，表現することがより普遍的なものへの追及

となり，それらが生きる力となり得ることへ発

展させていくことを目的とする。

1.舞踊表現の史的概観

今日，様々なジャンルに分かれ発展してきた

ダンスであるが，かつての人間は，愛や恐れ，

怒りを踊りにしていた。絶対的な力として，神

に対する畏怖や日常生活での渇望を，足を踏み

ならし，手を打ち，叫ぶことによって身体の動

きと共に音によっても表現し，伝えてきた。

このような呪術的動作としての舞踊を経て，

古代ギリシア・アテネでは審美感覚がみられる

ようになる。さらにその後，ローマ人の出現以

降は芸術性より娯楽を重視し，キリスト教の勢

力が広がるにつれ肉体より魂を重視する精神的

世界へと進んでいったのである。

17世紀に楽器の改良とともに器楽が舞踊の伴

奏音楽になり， 1661年に芸術形式としてのバレ
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エが新しく確立された。バレエは目標としてあ

くまでも技術の完成を掲げており，その動きは

組織化されていた。一方で生き生きとした表現

としてのフォークダンスが成長していった。誰

もが持つ運動経験に基づき，生活の根底に流れ

る民族的情緒や，その活動の普遍的な形を分か

ち合う舞踊形体として発展してきた2L

第一次世界大戦後，ロシアやヨーロッパの王

室バレエの潮流は次第にアメリカへと流れはじ

め，マーサ・グラハムをはじめとするモダン・

ダンスのユニークな分野が拓けてきた。 20世紀

後半は，ニューヨークを世界的なダンス都市に

した。アメリカが積み重ねてきた文化の集積の

層の厚さと，自由な精神とが別のものでないこ

とは， ミュージカルと隣り合わせに育ったダン

スにおいても例外ではない。自由なスタイルや

複雑な理念，新しい芸術のコンセプションを表

現するモダン・ダンスの潮流は，いまやアメリ

カからヨーロッパへと逆流しているのである。

この自由なスタイルのジャンルとしてまたダ

ンスは変化し，成長する。その形としてクロー

ズアップされるのがタップ・ダンスである。 60

年以降急速に伸張をとげてきたブラック・パ

ワーにあり，その隆盛現象は無視できない。両

親たちと一緒に，お腹にいるときからタップを

踏んで生まれてきたような，先験的な身体表現

としてのタップがそれらブラック・ダンサーた

ちに自然のスタイルを形成させている。この

タップダンスをストリートダンスとして発展し

たものがピパップと呼ばれ，またモダンダンス

やジャズダンスからの発展で，ストリートジャ

ズやガールズスタイルなどと称されるストリー
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トダンスにつながっていくのであるヘ

今日では，ストリートダンスは，数々の映画

に取り入れられるようになり，若者をはじめ

様々な年代の人々に知られるようになった。

また，新しい教育課程の基準となる改訂学習

指導要領(中学・高校)に「現代的なリズムダ

ンス」として告示されるまでに認知されている

ジャンルであるが，アメリカから輸入されてき

た当時は認知度も低かった。ストリートダンス

の産みの親であるアメリカの黒人は1619年にア

フリカから南アメリカに連れてこられた20人の

奴隷が原点であるといわれているが，ニュー

ヨークの治安の悪い地域から生まれたものとさ

れ，あまり良く思われない傾向もあった5)ヘ

1970年代後半，フランスでは国策として文化

の地方化が図られ，大きな文化予算が組まれる

ようになった。その一環として舞踊部門にも積極

的に資金が投下されるようになり， 1978年にア

ンジ、エの「国立フランス現代バレエ団(CNDC)J

が設置された。これは文化省のイゴール・エイ

スナーというダンス担当役人の働きによるもの

で，各地に地方振り付けセンターを作って上か

らダンスのネットワーク形成を図った。首都パ

リのオペラ座にも現代舞踊部門が設置され，そ

の指導者としてアメリカ人ダンサー，カロリ

ン・カールソンが招かれた。このカールソンが

コンテンポラリー・ダンスの母とされている九

コンテンポラリー・ダンスは当初，ヌーベル

ダンスと呼ばれた。ヌーベルダンスは反バレエ，

あるいは脱バレエ的な試みで、あった。その形成

にはマース・カニングハムやピナ・バウシュ，

フランスで「グループMAJをつくって活動し

た矢野英征 (1943~88) らの影響があると考え

られている。 1990年代に入ると革新的なムーブ

メントの追及よりもむしろ新しい表現方法の追

求にこだわる振付家が増え，映像，音響，照明，

美術， ITを大規模かつ複合的に導入する事例が

みられるようになった。同時にストリートダン

スや日本の舞踏，タンツ・テアター的手法が取

り入れられるに至り，名称もコンテンポラリー・

ダンスへと変化した。

また，舞踏は50~60年代に土方巽と，大野一

雄とその周辺を中心に形作られていった。「か

たちはおのずと命においすがってくるものJと
大野は主張する。肉体とは命そのものであり，

形をもつのである。肉体そのものにすでに形が

あり，その形を初々しくなぞることで命の力，

美しさ，醜さなどをあるがままに輝かすことが

重要である。人間の原像と呼べるような生活の

中に自分の表現すべきことをもっていて，偽り

なく自分の生活でともにその風土，民族，文化

的背景や環境，ひいてはその時代的制約や制度

とも強く結びついたものであるlヘ

「舞踊においては身体が手段として用いられ，

運動が媒体として用いられる。したがってダン

サ}は留意すべき二つの目標を持つことになる。

第1に，身体を使用し，身体の状態を精神に反

映させるように精神を訓練しなければならない。

というのは舞踊の基本的な重要性は，身体に根

源を持つ感情の状態であるからである。第2に，

表現的精神に反応するように身体を訓練しなけ

ればならない。どのような思想や感情の状態を

表現するにしても，身体によって感知されなけ

ればならない。それゆえに感情や情緒の重要性，

およびそれらが筋肉的活動を動機づける力を見

逃してはならない。J2)

まさに身体表現を追及するものにとって，こ

れら両者の言葉は何度も領きを覚える言葉であ

る。もはや，身体を鍛えるということが哲学に

つながっており，現代のリベラルアートへと大

きく分野を広げるのである。

2固我が国の舞踊教育について4)

我が国の学校教育における舞踊教育の変遷は

まず明治5年の学制公布から間もない同8年，

伊津修二による遊戯教育『唱歌遊戯jの試みか

ら芽生えたと言える。

制度上では明治14年の『小学校教則綱領』が

公布され，その中で特に初等科のし 2年生に

対する遊戯教育について言及されている。これ

は遊戯を入り口とした体操を指向しており，更

にその体操の一環として舞踊が盛り込まれてい

るが，具体的に遊戯が尊重されだしたのは明治

後期であるO
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次いで明治33年，川瀬元九郎によるスウェー

デン体操理論の紹介と同36年井口あくりによる

同体操の理論と実際が輸入された。 33年から35

年にかけて坪井玄道は仏・独・米に渡りダン

ス・行進法を我が国に持ち帰った。このような

新たな刺激を受けて遊戯・ダンスの研究が盛ん

になったが，一方で体操か遊戯かいずれを取る

べきかの混乱状態に陥ってしまった。そこで明

治37年文部省は「体操遊戯取調委員」を任命し

旧来の普通体操や遊戯と新来のスウェーデン体

操や遊戯との調整などを図り同39年1月に公表

され，その中で舞踊は，教科としての遊戯の中

に「欧米のダンスを取り入れた遊戯」として扱

われており，まだ体操の前段階の一種としての

認識に過ぎなかった。さらに特筆すべきは明治

34年の『高等女学校令jで，舞踊は『動作ヲ機

敏ナラシメ，容儀ヲ整へ…Jと特に女性らしさ
や美しさ，姿態の優美さを目標とした科目とし

て定義されているように思える。

そして大正2年「改正学校体操教授要目」が

制定，公布された。この時期において体操中心

の傾向はかわらず，遊戯は低学年に多く配当さ

れ学年が進むにつれ減少している。特に「発表

的動作ヲ主トスル遊戯」は低学年のみに配当さ

れ「行進ヲ主トスル遊戯Jは中学年から師範学
校(女生徒の部)まで配当されていて，これは

行進や隊形変換が主でダンスとしてより体操的

性質がより強く出されていた。この要目により

学校体育は一応の安定・充実期を迎えた。

さらに数多くの外国のダンスが紹介される中，

和製の愛唱歌曲と結びついたダンスも創出され

た。内容もさらに分化し全体主義的傾向を持ち

つつも自由な個性の発展に留意するなどが強調

され，戦前の要目としては最も整った要目と言

える。

昭和12年の日支事変を期に軍国化が進み同年

1月の「国民学校令」により体操科は体錬科と

改称，遊戯は心身の鍛錬に役立つものを第ーと

し作品は軍国的色彩を帯び，ステップ名は漢

字表記となり外来のダンス作品は姿を消した。

優美な動きや豊かな情感を持った動きから活発

で躍動的な動きの強調を迫られるなど，ダンス

は様々な拘束を受けた。

終戦と共に学校体育はそれまでの富強主義を

払拭し，民主的文化国家の発展に寄与すべく心

身ともに健全な市民の育成を目的としてすすめ

られるようになった。

すなわち，身体運動を通しての「人間形成」

として全人教育の立場からその内容を検討した。

昭和22年「学校体育指導要項」が示された。こ

の時点でダンスも一大転換期をむかえ従来の教

授中心の受け身の形態から脱し，児童生徒の自

主創造性を重んじる方向へ歩みを進めた。「生

活環境や生活感情から取材して創作的表現に導

くjとして自己を表現する創作的態度を明らか

にした。

小学校では 1~3 年の男児にもダンスを行う

事が望ましいとし，女子のみのものとしてのダ

ンスから人間の表現活動，楽しみの活動として

認められるようになった。昭和24年「小学校学

習指導要項」ではダンスはさらに具体化し，小

学校ではダンスはリズムによって楽しい活動を

誘発されるものとして， Iリズム遊びJIリズム
運動」と改称され具体的な指導例が示された。

昭和26年「中学校・高校学校学習指導要領保

健体育科体育編」が出された。これは先の小学

校の上に繋がるものとして「リズミカルな身体

の動きで自分の思想や感情を，美意識に基づい

て自由に創作的に表現するもの」とし，表現

力・創造力・鑑賞力を高め情操を豊かにするこ

とがねらいとされた。この時，男子についても

フォークダンスが選択教材としてあげられた。

昭和29年には「小学校学習指導要領体育編」

の改訂がなされ，内容が表現とフォークダンス

の2つに大別された。表現は自己表現とともに

グループ表現や活動の価値を明らかにし，また

フォークダンスでは正課以外の余暇活動の善用

に役立つよう考慮された。

またこの時，基礎的技能の指導の必要性を主

張し単に運動の訓練のみではなく，よりよい表

現を生むための手がかりとして全体的な表現の

中における基礎的技能の考え方が位置づけられ

た。昭和31年「高等学校学習指導要領Jが改訂
され，ダンスはレクリエーション的種目に含め
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られた。内容的には変化はなく表現とフォーク

ダンスに大別にされ，表現は基礎運動・応用運

動・作品の創作の 3つに分けられ，具体的指導

により便宜がはかられた。

平成10年改訂の学習指導要領では，まず舞踊

教育の内容に，これまでの「表現・創作系」

「フォークダンス(含・日本の民踊)Jの二本柱

に，更にリズムダンス(小)・現代的リズムの

ダンス(中・高)が加わった。

3.筆者(塚本)の舞踊表現経験の軌跡

1 )ジャズダンス

①ジャズダンスからストリートダンスへ

こうしてダンスは，進歩を繰り返しながら

様々なジャンルを産出してきた。そんな多種あ

るダンスのなかで私は初めにジャズダンスを経

験した。バレエやモダンダンスをもとに発展して

いったジャズダンスはやはり決められたフォー

ムをいかに忠実に踊れるかということを要求さ

れた。バレエの基礎基本から始まり，踊るため

の身体作りをした。自分自身の身体であるのに

自分の思うように動かすことがいかに困難で，

どれほどの鍛錬が必要か思い知らされることと

なる。舞台の経験も増え，純粋に踊る楽しさや

身体の使い方を習得していった。

だが形にこだわるあまり身体や精神を調教さ

れる感覚に陥り，次第にその在り方に疑問を抱

くようになる。その迷いの最中にストリートダ

ンスの存在を知ることになる。

2 )ストリー卜ダンスからコンテンポラリーへ

前章で述べたようにストリートダンスは，そ

の要素のーっとして若者たちに楽しく身体を動

かし表現する場を与えた事が挙げられる。日本

の若者の物質的欲求では満たされない精神の貧

困，ある種の精神的な渇望が若者を捉えた。そ

のフラストレーションを解消するために容易に

取り組むことができる格好いいダンスとしては

最適だったのである。だが，いざダンスに取り

組み始めると様々な壁にぶつかることになる。

身体と向き合いながら自分らしい動きとは何な

のだろうという問題に直面する。型にはまるこ

とはない分，オリジナリティを追求する必要性

が増え，自分自身の存在を問う機会が増える。

枠をなくし，自由を手に入れたが本当の生みの

苦しみも味わうことになる。ストリートダンス

でのノリや動きの追及は自らの心身の解放であ

り，またそれは自らの終わり無き探求の旅の始

まりとなった。自己を見つめ，自己を知り，自

己を高めようとすることでより豊かに生きょう

とするすばらしい面もあった。自身のルーツを

探り，自らの生まれ育った背景をも振り返るこ

とも必要になっていく。

そしてさらにジャンルの壁にぶつかることに

なる。アフリカンダンスや ハウス，ヒップ

ホップ，レゲエ，ポップ，ロックなどストリー

トダンスといっても幅広く，これら様々なジャ

ンルを経験し，オリジナルスタイルを追求する

ことに没頭する。

ダンスの楽しみ方も人それぞれなので一概に

は言えないが，最近の傾向として形や見た目だ

けを重視する若者が増えているように感じ出し

た。根底にある精神性を探ることなく，スタイ

ルを受け入れ模倣するだけに留まっているのだ。

ファッションとしてダンスの地位を向上させる

ことに一役買っている面があるが，本来の意味

からはずいぶんと遠ざかってしまった。大衆化

の道をたどることで形骸化し，単なるスタイル

として広まっているだけに思えた。

自由とは何か，ある枠に閉じ込められたよう

に思っていたがそんな疑問を抱いている最中に

であったのがコンテンポラリー・ダンスや舞踏

である。なんとも言い難い泥臭さを漂わせなが

らも，それが人間臭さを醸し出しているこれら

に出会ったときは衝撃的であった。これらの経

緯を通して創作したダンス・パフォーマンスを

紹介する。

4. 自己の作品紹介

1 )【CHRONOGRAPH】(クロノグラフ)
この作品は2003年度，京都女子大学大学院文

学研究科表現文化専攻の修了制作作品として創

作・上演したものである。

作・企画・構成・出演:ERINKO(塚本衣理子)
日時;2004年2月26日(木)19: 00開演
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2月27日(金)14: 00開演・ 19: 00開演

会場;アートコンプレックス1928

京都市中京区三条通御幸町東南角1928ピル3F

2004年2月，京都にて自作品「クロノグラフJ
を上演した。クロノグラフとは，時間を計測す

る装置のことで，ここでは，時間を計測するの

は，我々自身の身体である。ストリートダン

サーや， D]， V]で構成されたパフォーマンス

集団を結成し，ヒップホップの文化のもと，音

楽 (music)・造形 (graphity)・言葉 (rap)・身

体 (dance) を表現の基軸として「時間」という

概念に迫る。世界の基準で定められた時間では

なく，人の感じ方によって変わる時の流れやズ

レを様々な捉え方でみる。

「光を見るために目があり，音を聴くために

耳があるように人間には時間を感じるための心

というものがある。そして，その心が時間を感

じとらないようなときは，その時間は，ないも

のと同じだ。Jll)
人の感じ方によっては当たり前のように流れ

る時間。この『モモ』に出てくる話の中で，時

間泥棒に時間を奪われた人たちはどうなってい

くのか。やはり時間を感じないということは生

きていないとうことなのだろうか。様々な疑問

と共に出演者自らが問いかけ，作品を演じなが

ら答えを探していく。

3部構成で上演しまず第 1部は世界で定め

られた標準時刻を基にして，今この時に世界中

の様々な人々がそれぞれの時間を過ごしている

という全く当たり前の出来事を映像とパフォー

マンスで表現している。パフォーマーたちそれ

ぞれの動きと連動する材料を用意し，それらを

イ吏って動きを作り出した。

11gB I 
私たちは共通する時間の中で日々の生活を

送っている。しかし今この時それぞれに異な

る体験をし，異なることを考えている。こんな

当たり前の事実を表現しようと試みる。

-開場された時点で時計の音が聞こえる(この

時計の音のみでビートやリズムを刻む)

-それぞれのダンサーの生活の違いに対して，

それぞれウォークマンを用いて違う音楽で踊

る。会場にはいくつもの音楽が重ねられてい

くため人が増えるたびに聴衆にはノイズに聞

こえることになる

-同じ時間に流れる世界の様々な国のラジオを

流す(世界地図と時差の映像)

-動きと共に床にテープで矢印を示し，その上

で風船・バトン・鎖・発泡スチロール棒・バ

ランスボールなどと動きを連動させる

12gB I 
感覚的に捉える時間に焦点を当てて表現する。

一定に正確さを保ち動き続ける時計と違い，感

覚で捉える時は，止まる・戻る・繰り返す・速

度が変わるといった変化を遂げる。

これらの感覚的な時間の変化を音楽と動きと

映像で表すことを試みる。

-変わらない背景の中にいる人の映像をスキャ

ンラインが描写し，フレームが一つずつ現れ

てまた次の映像が完成していく(この映像は

あらかじめダンスのポージングをt最景5したも

のを加工している，瞬間の認識)

・時間は止まる・戻る・繰り返す・速度が変わ

るといった感覚的変化を具体的に動きで表す

(ダンサーたちによるパフォーマンス)

-その場で踊る姿を映像で捉え，ーコマずつず

らしてスクリーンに再び映像化

・グルーブ感よりも群舞の中であえて一人がず

れていたり，音がいきなり止まっていたりす

ることなどで視覚的に表現する

13gB I 
時間の流れとともに音楽を構成し，その音楽

に身体をのせてきたが，ここでは身体の動きに

よってリズムを作り出し，身体の周りから聞こ

える音や，身体の内部から聞こえる音に耳をす

まして踊る。

-従来のチームダンスを始めるが，次第に音が

フェイドアウトし，人数も減っていく中で最

後に自分だけが残る(自らその空間から感じ

取ったものにより身体が動く即興) 終幕

*添付画像 1，2参照
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以上【CHRONOGRAPH](3部構成)を紹介

したが，この経験の過程で舞踏，コンテンポラ

リーとの出会いから，作品は様々な変化を遂げ

ていった。

次に私自身もストリートダンスの師匠から独

立した第一歩目の作品とも言える第 2の作品

【SIX SENCE]を紹介する。なかなか実現し
なかった自らを開放し，破壊することが可能に

なったため，さらにストリートからも飛躍でき

たのではないかと思われた作品である。

2 )【SIX SENCE】
作・企画・構成・出演 :E悶NKO，AKKO 

関西8大学ストリートダンスコンテストにお

いて審査員として参加，及び審査員参考作品と

して上演

日時;2004年10月8日(金)

場所;大阪CLUB ITOI 

このイベントにおいて審査員ショーとして発

表した作品で，衣装・音楽・ビート・構成など

の面でストリートダンスからも大きく飛躍した

作品となった。

人間は決められたビートで、踊っていると自ら

の心地良い速さに安堵していることがある。そ

こで，変速ビートをたくさん使うことでリズム

の心地よさをなくし不快感を表現した。途中ノ

イズが入り，そこからは音に全く決まりがない

ので予測のつかない動きが繰り広げられる。

相反するものが存在するからこそ存在できる

(明暗，白黒など)ものを衣装で表現し，あえ

て二人でパフォーマンスすることでも印象を深

める。また，作品の序章と結末を同じに音や動

きにすることで宇宙の環を表現した(因果応

報・輪廻転生)

人の五感には，視覚，聴覚，嘆覚，味覚，触

覚がある。人聞が五感を全て作動させるとき，

視覚が占める割合が大きく，他の感覚器官があ

まり作動していないように感じる。そのため，

視覚を遮断した場合の他の感覚器官の働き具合

を試してみた。そうすることで他の感覚器官が

通常以上の能力を発揮するのではないかという

考えのもと試行した。

また，その五感にはそれぞれの意味が存在し，

それらの持つ一つ一つの本当の意味をもう一度

検討する必要があるのではないかと考える。感

性を研ぎ澄ますというときにそれら一つ一つの

意味を超えて，その感覚が一挙に存在しあうの

ではないだろうか。具体的には絵画を鑑賞する

ときに感じることを例にあげてみることにする。

基本的には見るという視覚でとらえているが風

景の風を肌で感じたり，おいしそうな匂いがし

たり，また唾がわいたり，音が聞こえてきたり

した経験がある。感性が研ぎ澄まされるという

ことは，一つの感覚器官から他の感覚器官へと

刺激が連鎖していくことではないかと考える。

さらには，どの感覚器官においても個人によっ

て感じ方が変わってくる。人によって異なるこ

の感覚のズレを錯覚と呼び，この錯覚を音と動

きで表現している。

また，この錯覚という感覚を独立した一つの

感覚とみなすと第六番目の感覚器官となる。こ

の錯覚でもって人との違いを感じ，自らがここ

に生きていることを感じるのではないか。この

六感すべてが働いてこそ生きる実感を呼び起こ

すものであると考える。*添付画像3，4参照

3 )第23回JAPANJAZZ DANCE FESTIVAL 
作・企画・構成・出演:ERINKO， YURI 

日時;2005年 3 月 26 日(土)~27 日(日)

場所;大阪厚生年金会館芸術ホール

タイトル [REPLAY]

ここで出品した作品では時間の流れを様々な

大きさで捉え， i時代」から「瞬間」までをコ
ンセプトに表現した。タイトルは，音楽を再生

するという意味 iREPLAYJともう一つの意味

を込めた。このとき一緒に構成を考える友人が

スランフ。に陥っていたため，ダンスと出会った

ころのように今一度楽しもうという概念を含む

作品である。 (re一再ぴ， playー遊ぶ・楽しむ)

毎年ジャズ界の重鎮たちが様々な作品を連ねる

中，ジャズとは言い難い若者の作品は浮いてい

たかもしれない。動きに関しては，ジャズダン
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スの良さを残しつつも，ジャズもストリートを

も超越した自由な発想、で振り付けした。音楽は

いわゆる構築音楽となるが，元となる曲に音を

加えたり，曲と曲を重複させたり (MIX)，使

用する音楽を自ら編集することでコンセプトに

より近いものに仕上げていった。当時の生徒た

ち約20名とインストラクター仲間で構成してい

る。始めは，主に二つの時代に分け，未来と古

代を様々な捉え方で衣装も時代に合わせて作成

しているので構成は分かりやすいだろう。次第

に時間の捉え方を短くしていき，最後は一瞬の

時を迫る秒刻みの音で表し，最後は完全に停止

して終了。*添付画像5"""'8参照

2.まとめと今後の展開

1 )普遍的な表現としてのリベラルアート

~新しさと命を求めて~

作品の創作過程で常に斬新さを求め，探求す

る時期があったが，結局たどり着いた所は，

人々が表現する形に〈全く新しいもの〉はない

と実感した。

「人間が直観的に芸術作品に与えてきた基本

的な形は，自然界の存在する基本的な形と同じ

である。Jl)

どこかで見聞きし，感じたことが手だてとな

り，それらをどう組み合わせたかということで

ある。誰も見たことのない唯一無二のものを生

み出そうとして躍起になって作品作りに望むが，

実際唯一無二の存在であるのは，その人自身で

あることに気づく。探し回った結果，結局はそ

こにある，生命そのものが最も新しく，最も秘

められた本源的な部分において美的であると考

える。単に物質的であるだけでなく，美的でも

ある形にエネルギーが具現化されることによっ

てのみ生命は「存在するJのである。
一度に一つの感覚だけでなく複数の感覚に同

時に働きかけ，ついには私たちの精神という全

ての感覚の貯水池へと満足をもたらす。そのた

めに私たちが見っけなくてはならないものは，

人間の個人的な特性の外部にある基準であって，

その基準というのが「自然」であるO この概念

はリベラルアートと通ずるものがあり，まさに

普遍的な表現の対象となる。

リベラルアートとは，原義は「人を自由にす

る学問J，それを学ぶことで非奴隷たる自由人
としての教養が身につくもののことであり，起

源は古代ギリシアにまで遡る。日本語の「塞術」

という言葉は元来，明治時代に啓蒙家によって

リベラルアートの訳語として造語されたもので

ある。自由七科とも呼ばれ，言語に関わる三学

である文法・修辞学・弁証法と，あと四科が算

術・幾何・天文・音楽である。哲学は，この自

由七科の上位に位置し，自由七科を統治すると

考えられた。哲学はさらに神学の予備学として

論理的思考を教えるものとされる。自らの哲学

を持ち，考え，表現し，対話することで人は自

由になり，人として生きることができるという

ことではないだろうか。そして今以上に教育と

平行線をたどり，向かう目標を同じとし，表現

することと結びつけ今後の課題としたい。

2 )今後の展開

筆者は，これら普遍的な表現を追及するにあ

たり，生涯教育や感性の教育の重要性を掲げる

現代の教育現場(小学校教諭)に活動の場を移

した。まさにリードの提唱する芸術による教育

の実践となったのである。芸術というと何やら

敷居の高いものと捉えてしまいがちであるが，

ここではあらゆる表現を芸術と捉えている。芸

術という言葉を鶴見俊輔は自らの著『限界芸術

論』で次のように分類している。

今日の用語法で「芸術」とよばれている作品

を「純粋芸術」とよびかえることとし，この純

粋芸術にくらべると俗悪的なもの，非芸術的な

もの，ニセモノ芸術と考えられている作品を

「大衆芸術Jとよぶこととし，両者よりもさら
に広大な領域で芸術と生活との境界線にあたる

作品を「限界芸術Jとよぶことにしてみようヘ
具体的には「大衆芸術」として流行歌・ポス

ター・大衆小説などであり， I限界芸術」とし
ては日常生活の身ぶり・盆踊り・替え歌・らく

がき・祭りなどである。この分類で見ていくと，

ここで紹介した今までの創作活動は「大衆芸術」

から「純粋芸術」へとベクトルを向けているが，
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現在の小学校という教育現場では「大衆芸術」

から「限界芸術」へとベクトルを変えなければ

いけないということである。つまり，さらに大

衆に歩み寄り，日常生活から発信される身ぶり

を見逃さぬよう感性を張り巡らしておかなけれ

ばならない。

小学校の教師を勤めながら実際に教育の現場

で子どもたちと触れ合い，感性をいかに作動さ

せ，感覚として捉え，それらを表現するという

ことの重要性を日々感じる。子どもだけでなく

人間は表現無くしては生活できない。また，自

由な表現は身体活動と精神的な過程の広い範囲

に対応する。遊びは，子どもの自由な表現の最

も明確な形式であり，人類学者や心理学者の側

にはあらゆる形式の自由な表現を遊びと同一視

するという一貫した試みが見られる。心理学者

のフレーベルは次のように主張している。「遊

びは子どもにとって人間としての発達の最高表

現である。なぜなら，それのみが子どもの魂の

中にあるものの自由な表現だからである。それ

は子どもにとってもっとも純粋でもっとも精神

的な生産物であり，同時にまた，あらゆる段階，

あらゆる関連における人間の生活の典型であり，

模倣である。」

また，リードは「同じ真実について，芸術は

表現し，科学は説明する。教育の目的とは，芸

術家，すなわち様々な方式による表現に優れた

人々を創造することJl)と著している。
つまり教育とは，子どもたちが自分の内面を

何らかの形で表現できるようにすること，また

その表現方法を伝えたり経験させたりすること

ではないだろうか。

そして重要なのはこの「限界芸術」を発信す

るだけでなく，それとともに受け止めることの

できる感受性を養っていく必要がある。具体的

な実践を踏まえた授業への展開，それによる子

どもたちの反応や変化を捉えることにより今後

の研究を絞っていく。芸術による教育を実証す

べく，遊びをいかに「限界」から「大衆J，I大
衆」から「純粋」へと結びつけることができる

かを試し人間として必要な教育とは何かを探っ

ていく。一つの方法で追求すると見えなくなり

がちなことを，多方面の表現方法を研究するこ

とにより幅広く物事が見えるようにする。そし

てさらなる普遍的な表現へと進める。

以上の研究をふまえて，教育現場において表

現活動として各教科の境を越えた授業展開に挑

戦し，研究を継続していきたい。
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*参 考 添付画像*

f乍品1　 【CHRONOGRAPH】

■ 出演 ダンサー kIN:!

ahlLO

AYUMI

SEITAROU

マ ッ ス ル

KENJI

TAILENO

ERINKO

■映像 ・構 成　　宮道 　毅

■ 音　　楽　　　　　　DJ　ZOE

　　　　　　　　　 DJ　MINOYAMA

　　　　　　　　　宮 道　 毅

■宣f云美 術　　　　　IMGCRK　 design

　　　　　　　　　 MORI

【日　 時 】2004.2.26[木]19:00開 演

　　　　　 2004。2.27[金]14:00開 演

　　　　　　　　　　　　　　 19:00開 演

　　　　　　※開場 は開演の30分 前

【会　場】アー トコンプレックス1928

　　　　 京都市中京区三条通御幸町東南角1928ビ ル3F

1

2
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作 品2　 【SIX　 SENCE】

3

4

f乍品3　 【REPLAY】

5

6

7

8
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